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演習解答 

問題 2.1 

 

【2.1.1】 

 

 

 

【2.1.2】 

Y = 2.077 × 医療費 ＋ 0.304 × タンパク ＋ 39.290 

 

 

 

 

  



【2.1.3】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2.1.4】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2.1.5】 

タンパクよりも医療費の方が，平均寿命に与える影響が大きいと考えられます． 

 

  

予測値です 

相関係数です 

標準化されたデータです 



問題 2.2 

 

【2.2.1】 

 

 

 

【2.2.2】 

Y = 0.181 × 飲食店の割合 ＋ 0.015 × エビ消費量 － 2.354 

 

 

 

  



【2.2.3】 

 

 

 

 

【2.2.4】 

 

 

 

 

 

【2.2.5】 

エビ消費量よりも飲食店数の方が，エビ生産量＋輸入量に与える影響が大きいと考えられます． 

 

  

予測値です 

相関係数です 

標準化されたデータです 



問題 3.1 

 

【3.1.1】 

 

 

 

【3.1.2】 

 

 

 

  

固有ベクトルです 

因子負荷量です 



【3.1.3】 

 

 

 

【3.1.4】 

 

 

 

問題 3.2 

 

【3.2.1】 

 

【3.2.2】 



 

 

【3.2.3】 

 

 

 

 

【3.2.4】 

 

 

 

 

  

固有ベクトルです 

因子負荷量です 



問題 4.1 

 

【4.1】 



 

 

 

【4.2】 

 

 

 

【4.3】 

 

 

 

【4.4】 



 

 

 

  



問題 5.1 

 

【5.1.1】 

 

 

 

【5.1.2】 

 

 

 

  



【5.1.3】 

 

 

 

【5.1.4】 

 

 

 

 

  



問題 5.2 

 

【5.2.1】 

 

 

 

【5.2.2】 

 

 

  



【5.2.3】 

 

 

 

 

【5.2.4】 

 

 

 

 

  



問題 6.1 

 

【6.1】 

 

 

 

【6.2】 

 

 

 

【6.3】 



 

 

 

【6.4】 

 

 

  



問題 7.1 

 

【7.1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   Stimulus Coordinates 

 

                        Dimension 

 

Stimulus   Stimulus     1        2 

 Number      Name 

 

    1      東京     2.2771    .0187 

    2      新横浜   1.3300   -.1777 

    3      小田原   -.0526    .2444 

    4      熱海     -.6899    .1683 

    5      三島    -1.1997    .1925 

    6      新富士  -1.6650   -.4462 
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